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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
未
来
を
見
据
え
て

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
０
３
６
Ｙ

【
作
者
名
】

　
燕

【
あ
ら
す
じ
】

　
夢
を
叶
う
為
に
今
・
・
・
あ
ゆ
む
・
・
・
。
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一
、
紹
介
文

－
未
来
を
見
据
え
て
－

ル
ー
テ
ィ
ン
地
方
の
お
話
で
す
。
夢
を
探
す
旅
に
で
る
少
年
の
お
話
・
・
・
。

主
人
公

Ａ
ｇ
ｅ
 

／
 

１
６

Ｒ
ａ
ｃ
ｅ
 

／
 

コ
リ
ン
ク

Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
 

／
 

レ
ン
ト

Ｓ
ｅ
ｘ
 
 

／
 

♂

Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
 

／
 

生
意
気
口
調

一
人
称
 

俺

二
人
称
 

君
 

／
 

お
前

－
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
－

Ａ
ｇ
ｅ
 

／
 

１
６

Ｒ
ａ
ｃ
ｅ
 

／
 

イ
ー
ブ
イ
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Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
 

／
 

ヒ
ィ
リ
ー

Ｓ
ｅ
ｘ
 

／
 

♀

Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
 

／
 

冷
静
口
調

一
人
称
 

私

二
人
称
 

あ
ん
た
 

／
 

君

レ
ン
ク
と
一
緒
に
旅
を
す
る
の
で
し
た
～
♪

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ

Ａ
ｇ
ｅ
 

／
 

１
５

Ｒ
ａ
ｃ
ｅ
 

／
 

ラ
テ
ィ
ア
ス

Ｎ
ａ
ｍ
ｅ
 

／
 

リ
ー
ラ

Ｓ
ｅ
ｘ
 

／
 

♀

Ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
 

／
 

無
邪
気
口
調

一
人
称
 

私

二
人
称
 

あ
な
た
 

／
 

君

レ
ン
ト
達
と
は
普
通
に
話
し
を
す
る
。

習
慣
で
あ
る
。
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二
、
旅
の
始
ま
り
（
前
書
き
）

夢
を
叶
う
こ
と
は
苦
労
を
す
る
事
だ
と
・
・
・
。

決
し
て
・
・
・
夢
を
叶
う
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
・
・
・
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二
、
旅
の
始
ま
り

此
処
ル
ー
テ
ィ
ン
地
方
は
計
１
６
の
町
が
あ
る
、
そ
の
中
の
一
つ
、
ノ
ー
マ
ル

タ
ウ
ン
で
僕
ら
は
の
ん
び
り
と
生
活
を
し
て
い
た
が
・
・
・
。

今
日
、
俺
は
夢
を
叶
え
る
為
に
旅
を
す
る
。

俺
の
夢
は
ま
だ
秘
密
だ
け
ど
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
来
る
か
ら
さ
♪

・
・
・
お
っ
と
、
こ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た
。

ま
だ
名
前
を
教
え
て
な
か
っ
た
な
・
・
・
。

レ
ン
ト
「
ヒ
ィ
リ
ー
明
日
俺
は
夢
を
叶
え
る
為
に
旅
を
出
る
事
に
決
め
た
よ
！
」

俺
は
レ
ン
ト
、
種
族
名
は
コ
リ
ン
ク
。

ヒ
ィ
リ
ー
「
は
っ
？
あ
ん
た
正
気
！
？
」

こ
い
つ
は
ヒ
ィ
リ
ー
で
種
族
名
は
イ
ー
ブ
イ
・
・
・
。

ヒ
ィ
リ
ー
と
共
同
生
活
を
し
て
い
る
。

俺
達
は
両
親
が
い
な
い
か
ら
一
緒
に
暮
ら
し
て
る
・
・
・
。

だ
が
今
日
で
共
同
生
活
を
終
え
る
・
・
・
と
言
う
よ
り
一
時
的
に
と
言
う
の
か
？

夢
を
叶
え
た
ら
帰
る
つ
も
り
だ
け
ど
ね
。

ヒ
ィ
リ
ー
「
ダ
メ
よ
！
？
夢
を
叶
え
る
っ
て
事
は
町
全
て
の
試
練
を
ク
リ
ア
ー

し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
よ
！
？
」

レ
ン
ト
「
そ
ん
ぐ
ら
い
は
分
か
っ
て
る
よ
。
」
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夢
を
叶
え
る
為
に
は
い
く
つ
か
の
試
練
を
合
格
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
・
・
・
。

最
悪
の
試
練
の
場
合
は
死
に
い
た
る
場
合
も
あ
る
の
だ
。

ヒ
ィ
リ
ー
「
ど
う
し
て
夢
を
叶
い
た
い
の
！
？
死
ん
じ
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
ん

だ
よ
！
？
・
・
・
ど
う
し
て
？
」

レ
ン
ト
「
そ
れ
は
言
え
な
い
よ
。
け
ど
俺
は
そ
の
夢
を
叶
う
た
め
に
行
く
ん
だ
。

」ヒ
ィ
リ
ー
「
・
・
・
レ
ン
ト
。
私
は
・
・
・
レ
ン
ト
を
危
な
い
目
に
会
わ
せ
た

く
な
い
よ
・
・
・
。
」

レ
ン
ト
「
ゴ
メ
ン
・
・
・
俺
は
、
行
く
よ
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
・
・
・
私
、
も
う
寝
る
よ
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
は
下
を
向
い
て
自
分
の
寝
場
所
へ
と
行
っ
た
。

レ
ン
ト
「
俺
は
旅
に
行
く
よ
ヒ
ィ
リ
ー
・
・
・
。
」

レ
ン
ト
も
明
日
の
為
に
早
め
に
寝
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
午
前
５
時
３
０
分
・
・
・

ま
だ
辺
り
は
真
っ
暗
だ
。

レ
ン
ト
「
こ
れ
と
こ
れ
を
持
っ
て
行
く
と
す
る
か
な
。
」

レ
ン
ト
は
旅
の
準
備
を
し
て
い
た
。
朝
食
も
疾
っ
く
に
食
べ
て
あ
り
。

い
つ
で
も
出
発
Ｏ
Ｋ
・
・
・
。
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レ
ン
ト
「
良
し
・
・
・
、
行
く
か
な
。
」

レ
ン
ト
は
旅
用
の
リ
ュ
ッ
ク
を
し
ょ
っ
た
。

そ
し
て
待
ち
か
ね
の
旅
へ
と
レ
ン
ト
は
旅
立
つ
。

レ
ン
ト
「
行
っ
て
き
ま
・
・
・
」
ヒ
ィ
リ
ー
「
待
っ
て
！
」

レ
ン
ト
が
言
う
前
に
ヒ
ィ
リ
ー
は
レ
ン
ト
を
呼
び
止
め
る
。

レ
ン
ト
「
何
だ
よ
ヒ
ィ
リ
ー
止
め
て
も
ダ
メ
だ
か
ら
な
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
違
う
わ
よ
！
レ
ン
ト
だ
け
じ
ゃ
心
配
だ
か
ら
私
も
行
く
の
！
」

レ
ン
ト
「
・
・
・
え
っ
！
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
の
背
中
を
良
く
見
る
と
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
た
。

ヒ
ィ
リ
ー
は
行
く
気
満
々
だ
っ
た
。

レ
ン
ト
「
ヒ
ィ
リ
ー
！
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
レ
ン
ト
が
ダ
メ
で
も
私
は
付
い
て
い
く
、
こ
れ
は
私
の
勝
手
だ
か

ら
ね
！
？
レ
ン
ト
の
為
に
行
か
な
い
か
ら
・
・
・
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
は
顔
を
横
に
向
い
て
顔
は
赤
く
な
っ
て
い
た
。

レ
ン
ト
「
・
・
・
勝
手
に
し
や
が
れ
！
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
と
レ
ン
ト
は
二
匹
の
旅
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
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三
、
死
を
賭
け
て
・
・
・
（
前
書
き
）

レ
ン
ト
「
俺
は
・
・
・
、
お
前
の
悲
し
む
よ
う
な
顔
は
見
た
く
な
い
・
・
・
。
」
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三
、
死
を
賭
け
て
・
・
・

俺
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
挑
む
事
に
し
た
・
・
・
。

挑
む
事
は
・
・
・
死
を
賭
け
る
事
だ
と
言
う
事
を
・
・
・
。

決
し
て
簡
単
で
は
な
い
試
練
が
俺
達
に
牙
を
向
く
だ
ろ
う

・
・
・
。

だ
が
・
・
・
俺
達
に
と
っ
て
此
処
第
一
試
練
は
死
は
な
い
と
父
か
ら
教
え
て
も

ノ
ー
マ
ル
シ
テ
ィ

ら
っ
た
・
・
・
。

レ
ン
ト
「
良
し
！
ま
ず
第
一
試
練
で
あ
る
ノ
ー
マ
ル
シ
テ
ィ
の
試
練
を
挑
も
う

！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
・
・
・
大
丈
夫
・
・
・
な
の
？
」

レ
ン
ト
「
ん
？
何
が
・
・
・
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
は
不
安
で
一
杯
だ
っ
た
。

ヒ
ィ
リ
ー
「
知
っ
て
る
で
し
ょ
！
？
試
練
を
挑
む
事
は
」

ヒ
ィ
リ
ー
、
レ
ン
ト
『
死
を
賭
け
る
事
・
・
・
。
』
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ヒ
ィ
リ
ー
「
知
っ
て
る
な
ら
今
の
う
ち
に
止
め
よ
う
？
」

レ
ン
ト
「
大
丈
夫
だ
よ
♪
ヒ
ィ
リ
ー
♪
俺
に
は
こ
の
本
が
あ
る
ん
だ
。
」

レ
ン
ト
は
古
そ
う
な
厚
い
本
を
出
し
た
。

本
の
真
ん
中
に
は
『
試
練
と
導
べ
・
・
・
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。

ヒ
ィ
リ
ー
「
何
？
そ
の
古
い
の
は
・
・
・
。
」

レ
ン
ト
「
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
試
練
の
攻
略
が
書
い
て
あ
る
ん
だ
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
攻
略
？
」

『
試
練
と
導
べ
・
・
・
』
と
言
う
本
は
・
・
・
１
６
の
試
練
を
攻
略
さ
れ
て
い

る
。

相
手
の
特
徴
、
試
練
の
内
容

・
・
・
そ
し
て
試
練
の
攻
略

レ
ン
ト
「
い
ろ
ん
な
事
が
書
い
て
あ
る
か
ら
死
は
な
い
と
思
う
ん
だ
・
・
・
♪
」

レ
ン
ト
は
本
を
広
げ
て
最
初
の
１
ペ
ー
ジ
を
読
ん
だ
。
『
最
初
の
試
練
・
・
・

そ
れ
は
試
練
を
受
け
る
者
の
実
力
を
試
す
た
め
・
・
・
。
』

レ
ン
ト
「
そ
う
言
う
風
に
書
い
て
あ
る
ん
だ
♪
だ
か
ら
最
初
は
実
力
試
し
・
・
・

死
は
な
い
と
思
う
し
父
さ
ん
も
言
っ
て
た
か
ら
・
・
・
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
け
ど
・
・
・
（
レ
ン
ト
の
お
父
さ
ん
と
私
の
母
さ
ん
は
・
・
・
・
・

・
。
）
や
っ
ぱ
り
！
」
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レ
ン
ト
「
俺
は
言
っ
た
こ
と
を
諦
め
る
訳
に
は
行
か
な
い
ん
だ
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
私
達
の
親
達
・
・
・
い
や
皆
、
死
の
試
練
を
失
敗
し
て
る
ん
だ
よ

！
？
」

試
練
を
失
敗
す
る
と
言
う
事
は
賭
け
た
魂
は
・
・
・
。
二
度
と
こ
の
世
界
に
は

戻
っ
て
は
・
・
・
・
・
・
こ
な
い
。

ヒ
ィ
リ
ー
は
酷
く
震
え
て
い
た
。
死
の
試
練
は
絶
対
に
ク
リ
ア
ー
何
て
言
う
事

は
決
し
て
な
い
。

実
際
に
死
の
試
練
を
完
全
制
覇
を
し
た
事
が
な
い
ん
だ
か
ら
・
・
・
。

レ
ン
ト
「
大
丈
夫
だ
！
俺
に
は
頭
脳
が
あ
る
ん
だ
街
一
番
の
天
才
小
僧
と
も
呼

ば
れ
て
る
ん
だ
ぜ
！
？
俺
は
頭
脳
を
武
器
に
し
て
死
の
試
練
に
立
ち
向
か
う
！
」

レ
ン
ト
は
学
園
の
成
績
で
何
度
か
オ
ー
ル
５
を
と
っ
た
事
が
あ
る
。

ヒ
ィ
リ
ー
「
・
・
・
天
才
な
の
は
知
っ
て
る
よ
・
・
・
け
ど
！
？
」

レ
ン
ト
「
大
丈
夫
！
俺
達
を
絶
対
に
導
い
て
く
れ
る
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
・
・
・
レ
ン
ト
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
は
涙
で
一
杯
だ
っ
た
。

試
練
な
ん
か
や
り
た
く
な
い

・
・
・
そ
ん
な
気
持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
。

俺
達
は
ノ
ー
マ
ル
シ
テ
ィ
の
中
心
街
へ
向
か
っ
た
。

レ
ン
ト
「
さ
ぁ
！
ノ
ー
マ
ル
シ
テ
ィ
！
中
心
街
に
着
い
た
ぞ
！
」
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街
に
は
沢
山
の
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
プ
の
ポ
ケ
モ
ン
が
沢
山
い
た
。

レ
ン
ト
「
こ
の
街
の
大
き
く
高
い
鉄
塔
の
時
計
台
の
中
に
ミ
ュ
ウ
が
入
る
ら
し

い
ん
だ
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
ミ
ュ
ウ
が
？
」

レ
ン
ト
「
そ
う
！
試
練
を
受
け
る
に
は
こ
の
光
石
を
試
練
の
主
に
見
せ
る
ん
だ
。

『
光
石
』
を
持
つ
者
は
試
練
を
受
け
る
者
達
な
ん
だ
。
そ
の
内
の
一
匹
は
俺
な

の
さ
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
光
石
？
・
・
・
た
だ
の
石
じ
ゃ
な
い
の
？
」

レ
ン
ト
の
持
っ
て
い
る
光
石
を
見
た
が
た
だ
の
灰
色
の
し
た
石
に
し
か
見
え
な

い
ヒ
ィ
リ
ー
だ
っ
た
。

レ
ン
ト
「
そ
う
思
う
だ
ろ
う
な
・
・
・
。
『
試
練
の
輝
き
』
を
浴
び
せ
れ
ば
分

か
る
よ
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
試
練
の
輝
き
？
」

レ
ン
ト
「
そ
れ
は
試
練
を
行
う
ま
で
内
緒
に
し
て
お
く
よ

・
・
・
さ
っ
、
鉄
塔
の
時
計
台
に
行
こ
う
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
あ
あ
、
待
っ
て
！
？
」

第
一
試
練
へ
・
・
・
！
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四
、
鬼
ご
っ
こ
！
？
（
前
書
き
）

ミ
ュ
ウ
「
ぼ
、
僕
は
別
に
退
屈
だ
か
ら
と
か
遊
ん
で
ほ
し
い
か
ら
と
か
で
第
一

試
練
を

”
鬼
ご
っ
こ
”
に
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
ね
！
？

ね
っ
！
皆
、
信
じ
て
ね
！
」

レ
ン
ト
「
お
前
を
信
じ
て
く
れ
そ
う
な
奴
は
少
な
い
と
思
う
け
ど
な
～
。
」

ミ
ュ
ウ
「
な
っ
！
！
」
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四
、
鬼
ご
っ
こ
！
？

レ
ン
ト
と
ヒ
ィ
リ
ー
は
第
一
試
練
で
あ
る
『
鉄
塔
の
時
計
台
』
に
向
か
っ
た
。

レ
ン
ト
「
着
い
た
！
此
処
が
鉄
塔
の
時
計
台
か
～
！
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
此
処
に
ミ
ュ
ウ
が
？
」

レ
ン
ト
「
そ
う
だ
よ
。
さ
て
時
計
台
の
中
に
入
ろ
う
か
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
う
っ
、
う
ん
。
」

時
計
台
の
中
に
入
っ
た
レ
ン
ト
と
ヒ
ィ
リ
ー
。

そ
し
て
時
計
台
の
中
は
螺
旋
階
段
だ
け
が
あ
り
頂
上
で
あ
る
真
上
に
は
大
き
な

鐘
が
あ
っ
た
。

レ
ン
ト
「
ミ
ュ
ウ
よ
！
第
一
試
練
の
挑
戦
を
挑
み
に
来
た
！
挑
戦
者
の
証
は
こ

の
光
石
だ
！
」

レ
ン
ト
は
光
石
を
真
上
に
挙
げ
て
挑
戦
を
決
行
す
る
。

？
？
？
「
久
し
ぶ
り
の
挑
戦
者
が
現
れ
た
・
・
・
。
僕
の
名
前
は
知
ら
れ
て
い

る
様
だ
ね
・
・
・
。
」

時
計
台
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
主
の
声
が
響
い
て
聞
こ
え
て
来
る
。

ヒ
ィ
リ
ー
「
何
処
に
入
る
の
？
」

？
？
？
「
悪
い
け
ど
上
ま
で
上
が
っ
て
き
て
く
れ
な
い
か
な
？
」
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レ
ン
ト
「
え
っ
！
？
こ
の
長
い
階
段
を
！
？
」

？
？
？
「
そ
う
だ
よ
♪
上
が
り
た
く
な
い
な
ら
試
練
へ
の
挑
戦
は
諦
め
て
も
ら

う
け
ど
？
」

レ
ン
ト
「
・
・
・
分
か
っ
た
よ
！
上
が
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
ん
か
！
こ
ん
な
階
段

た
い
し
た
こ
と
な
い
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
え
っ
！
？
正
気
な
の
！
こ
の
階
段
数
千
段
ぐ
ら
い
あ
り
そ
う
だ
よ

！
？
」

鉄
塔
の
時
計
台
の
高
さ
は
約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
そ
う
な
時
計
台
で
あ
り
、

し
か
も
窓
も
な
い
か
ら
辺
り
が
薄
暗
く
て
危
な
い
。

レ
ン
ト
「
上
が
っ
て
や
る
よ
こ
ん
な
も
ん
！
！
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
お
お
お
！
！
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
ま
っ
、
待
っ
て
よ
～
！
」

そ
し
て
４
０
分
・
・
・

レ
ン
ト
「
ハ
ァ
、
・
・
・
ハ
ァ
。
や
っ
と
着
い
だ
ぁ
ぁ
ぁ
・
・
・
。
あ
れ
」

レ
ン
ト
は
頂
上
ま
で
階
段
を
上
が
り
終
え
て
い
た
。

レ
ン
ト
「
あ
れ
？
ヒ
ィ
リ
ー
は
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
は
ぁ
、
は
ぁ
。
ダ
メ
、
・
・
・
こ
ん
な
長
い
階
段
上
が
る
気
に
な

ら
な
い
よ
」
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ヒ
ィ
リ
ー
は
時
計
台
の
半
分
ぐ
ら
い
で
白
旗
を
挙
げ
る
感
じ
に
座
っ
て
い
た
。

レ
ン
ト
「
お
～
い
ヒ
ィ
リ
ー
！
！
置
い
て
き
ぼ
り
に
し
ち
ゃ
っ
た
か
ぁ
。
・
・
・

ま
っ
、
い
っ
か
。
」

？
？
？
「
良
く
き
た
ね
挑
戦
者
。
そ
の
根
性
差
を
認
め
て
あ
げ
る
。
」

レ
ン
ト
「
お
前
が
ミ
ュ
ウ
か
？
」

ミ
ュ
ウ
「
そ
う
、
僕
が
こ
の
時
計
台
の
主
で
も
あ
り
ノ
ー
マ
ル
シ
テ
ィ
の
主
で

あ
る
ん
だ
よ
♪
」

レ
ン
ト
「
そ
う
か
・
・
・
。
だ
が
一
つ
お
前
に
言
い
た
い
事
が
あ
る
。
」

ミ
ュ
ウ
「
ん
？
な
ん
だ
い
？
（
も
ぐ
も
ぐ
・
・
・
）
」
レ
ン
ト
「
俺
が
死
ぬ
気

で
階
段
上
が
っ
て
来
て
た
の
に
！
何
を
呑
気
に
菓
子
食
っ
と
ん
じ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
あ

あ
あ
！
！
」

レ
ン
ト
は
頭
に
血
が
上
る
程
に
マ
ジ
ギ
レ
を
し
た
。

ミ
ュ
ウ
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
や
ポ
フ
ィ
ン
を
食
べ
て
い
た

・
・
・
。

ミ
ュ
ウ
「
・
・
・
そ
ん
な
に
怒
ら
な
い
で
よ
？
君
も
一
緒
に
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

を
食
べ
る
か
い
？
」

レ
ン
ト
「
い
ら
ん
！
」

ミ
ュ
ウ
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
ポ
フ
ィ
ン
が
良
い
の
か
い
？
」
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レ
ン
ト
「
だ
か
ら
い
ら
な
い
ち
ゅ
ー
に
！
！
」

ミ
ュ
ウ
「
は
ぁ
、
君
は
贅
沢
だ
な
～
。
」

レ
ン
ト
「
贅
沢
な
格
好
し
な
が
ら
食
っ
て
る
お
前
に
言
わ
れ
た
く
な
い
ん
だ
よ

！
？
」

ミ
ュ
ウ
「
・
・
・
む
ぅ
。
お
菓
子
食
べ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
？
」

レ
ン
ト
「
試
練
を
挑
戦
し
に
来
て
る
の
に
普
通
は
ダ
メ
だ
ろ
う
！
？
お
菓
子
は

！
」

ミ
ュ
ウ
「
・
・
・
む
ぅ
、
な
ら
お
菓
子
が
ダ
メ
な
ら
オ
レ
ン
ジ
ュ
ー
ス
は
？
」

レ
ン
ト
「
そ
れ
も
ダ
メ
だ
ろ
！
？
せ
め
て
終
わ
っ
て
か
ら
に
し
ろ
よ
！
？
」

ミ
ュ
ウ
「
・
・
・
も
ぅ
、
君
は
全
く
贅
た
っ
・
・
・
。
」

レ
ン
ト
「
贅
沢
は
お
前
だ
！
」

ミ
ュ
ウ
「
そ
ん
な
に
怒
る
と
シ
ワ
が
増
え
る
よ
？
」

レ
ン
ト
「
俺
は
ま
だ
な
ら
ね
ぇ
よ
！
て
か
じ
じ
ぃ
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
！
」
ミ
ュ
ウ
「

は
ぁ
、
・
・
・
分
か
っ
た
よ
。
だ
が
認
め
て
あ
げ
よ
う
・
・
・
。
」

レ
ン
ト
「
あ
ぁ
？
」

ミ
ュ
ウ
「
お
菓
子
を
目
の
前
で
動
じ
な
い
凄
さ
に
認
め
て
あ
げ
よ
う
。
」

レ
ン
ト
「
認
め
ん
で
良
い
ぃ
！
！
」
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ミ
ュ
ウ
「
全
く
・
・
・
。
」

レ
ン
ト
「
贅
沢
じ
ゃ
な
い
か
ら
な
！
？
」

ミ
ュ
ウ
「
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
試
練
を
や
っ
て
も
ら
い
ま
す
か
。
」

レ
ン
ト
「
鬼
ご
っ
こ
だ
ろ
う
。
」

ミ
ュ
ウ
「
お
っ
、
良
く
知
っ
て
る
ね
？
そ
う
だ
よ
。
鬼
ご
っ
こ
だ
よ
。
つ
ま
り

僕
と
遊
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
？
」

レ
ン
ト
「
ま
さ
か
退
屈
だ
か
ら
鬼
ご
っ
こ
に
し
た
訳
じ
ゃ
な
い
よ
な
？
」

ミ
ュ
ウ
「
そ
っ
、
そ
ん
な
事
な
い
だ
ろ
う
！
？
そ
ん
な
訳
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！

？
（
な
か
な
か
鋭
い
挑
戦
者
。
）
」

レ
ン
ト
「
・
・
・
ホ
ン
ト
か
？
」

ミ
ュ
ウ
「
ほ
っ
、
ホ
ン
ト
だ
よ
！
僕
を
信
じ
て
よ
！
？
」

レ
ン
ト
「
・
・
・
。
」

ミ
ュ
ウ
「
・
・
・
。
」

二
匹
は
見
つ
め
合
っ
た
。

ミ
ュ
ウ
「
信
じ
て
？
」

レ
ン
ト
「
信
じ
ん
！
」
ヒ
ィ
リ
ー
「
は
ぁ
、
は
ぁ
。
や
っ
と
着
い
た
ぁ
～
。
」

ヒ
ィ
リ
ー
は
何
と
か
螺
旋
階
段
を
突
破
し
た
よ
う
だ
。

レ
ン
ト
「
あ
っ
、
ヒ
ィ
リ
ー
今
頃
来
た
の
か
？
」
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ヒ
ィ
リ
ー
「
は
ぁ
、
・
・
・
は
ぁ
、
う
ん
。
そ
れ
よ
り
レ
ン
ト
？
こ
の
子
が
ミ

ュ
ウ
？
」

ミ
ュ
ウ
「
・
・
・
こ
の
子
だ
と
？
」

レ
ン
ト
「
あ
あ
、
こ
の
餓
鬼
が
ミ
ュ
ウ
だ
。
」

ミ
ュ
ウ
「
・
・
・
餓
鬼
？
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
あ
は
っ
、
可
愛
い
！
」

ミ
ュ
ウ
「
可
愛
い
／
／
／
！
？
そ
ん
な
事
言
わ
れ
て
も
嬉
し
く
な
い
よ
！
」

レ
ン
ト
「
ホ
ン
ト
は
嬉
し
い
く
せ
に
。
」

ミ
ュ
ウ
「
な
っ
、
僕
は
雄
だ
ぞ
！
？
可
愛
い
な
ん
て
嬉
し
い
訳
が
な
い
じ
ゃ
な

い
か
！
？
な
っ
？
挑
戦
者
僕
を
・
・
・
」
レ
ン
ト
「
信
じ
ん
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
そ
う
い
え
ば
試
練
は
？
」

ミ
ュ
ウ
「
君
な
ん
か
嫌
い
だ
！
」

レ
ン
ト
「
ど
う
で
も
良
い
わ
！
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
何
？
喧
嘩
？
い
つ
の
間
に
そ
ん
な
仲
が
良
く
な
っ
た
の
？
」

ミ
ュ
ウ
、
レ
ン
ト
「
仲
良
く
な
い
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
ハ
モ
っ
た
・
・
・
。
」
ミ
ュ
ウ
「
と
に
か
く
！
第
一
試
練
鬼
ご
っ

こ
を
始
め
る
か
ら
ね
！
？
速
く
帰
っ
て
も
ら
う
か
ら
ね
！
」
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ヒ
ィ
リ
ー
「
上
等
だ
！
速
く
終
わ
ら
し
て
あ
げ
る
よ
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
鬼
ご
っ
こ
？
」

第
一
試
練
開
幕
・
・
・
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五
、
僕
等
は
鬼
！
（
前
書
き
）

ミ
ュ
ウ
「
さ
っ
さ
と
縁
を
切
る
か
ら
ね
！
」

レ
ン
ト
「
言
わ
れ
な
く
て
も
そ
の
つ
も
り
だ
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
あ
ん
た
ら
、
仲
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
?
」
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五
、
僕
等
は
鬼
！

－
第
一
試
練
・
・
・
開
幕
－

 
 

『
鬼
ご
っ
こ
』

ミ
ュ
ウ
「
君
達
と
は
速
く
縁
を
切
る
か
ら
ね
！
」

レ
ン
ト
「
お
前
と
は
最
初
か
ら
縁
な
ん
か
ね
ぇ
～
よ
！
さ
っ
、
鬼
ご
っ
こ
の
ル

ー
ル
を
教
え
ろ
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
・
・
・
（
仲
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
・
・
・
。
）
」

ミ
ュ
ウ
「
ふ
ん
！
ル
ー
ル
は
君
達
が
鬼
で
僕
は
逃
げ
る
役
時
計
の
針
が
５
（
１

７
時
）
を
指
し
た
時
君
達
の
負
け
！
技
も
使
っ
て
Ｏ
Ｋ
！
」

レ
ン
ト
「
ほ
ぅ
～
。
絶
対
に
捕
ま
え
て
や
る
よ
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
貴
方
の
逃
げ
る
範
囲
は
？
」

ミ
ュ
ウ
「
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
ん
か
！
ノ
ー
マ
ル
シ
テ
ィ
全
体
だ
よ
！
」

レ
ン
ト
「
な
っ
！
こ
の
街
全
部
が
逃
げ
る
範
囲
だ
と
！
？
い
く
ら
何
で
も
範
囲

が
広
す
ぎ
る
だ
ろ
！
？
」

ミ
ュ
ウ
「
な
ら
こ
の
試
練
か
ら
引
い
て
下
さ
い
♪
そ
っ
ち
の
方
が
僕
は
好
都
合

だ
♪
つ
い
で
に
僕
は
空
を
飛
ぶ
か
ら
ね
♪
飛
ぶ
高
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
以
内
に
し

て
あ
げ
る
よ
～
♪
ま
っ
、
無
理
に
近
い
け
れ
ど
・
・
・
♪
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
・
・
・
（
い
く
ら
何
で
も
無
理
に
等
し
過
ぎ
る
で
し
ょ
う
！
？
）
」
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レ
ン
ト
「
や
っ
て
や
る
よ
！
や
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
ん
か
！
！
お
前
何
か
捕
ま
え

て
や
る
よ
！
」

ヒ
ィ
リ
ー
「
レ
ン
ト
・
・
・
。
」

ミ
ュ
ウ
「
ふ
ん
！
良
い
よ
、
や
っ
て
み
な
よ
♪
そ
れ
じ
ゃ
あ
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま

す
か
♪
位
置
に
つ
い
て
～
♪
良
～
い
？
」

ミ
ュ
ウ
、
レ
ン
ト
『
ス
タ
ー
ト
！
！
』
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

未来を見据えて
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